
実・湧・満・彩の
地域振興の拠点

福島市長 木幡 浩

重点「道の駅」

（仮称）道の駅ふくしま
を拠点とした地域連携

東北中央自動車道を活用した地域連携・交流シンポジウム
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み わく まん さい



【ふくしまを取り巻く状況】

社会情勢の変化

・高速交通網の整備

・各エリアを結ぶネットワーク

の複合化（マルチネットワーク）

・近隣自治体で「道の駅」

がオープン
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まさに高速交通網の結節点＝福島大笹生ＩＣ

【(仮称)道の駅ふくしまの立地】

道の駅整備予定地

福島おおざそうインター工業団地
（Ｒ元年度造成完了予定）

国土交通省資料
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（仮称）道の駅ふくしま

～平 時～
み わく まん さい

「実・湧・満・彩」
の

地域振興の拠点

～災害時～

広域防災拠点



ふくしま
チャレンジ

ふくしま
発信

ワクワク
ふくしま

み わく まん さい

「実・湧・満・彩」
の

地域振興の拠点

集客・交流の新たな拠点

情報発信の新たな拠点 地域産業の新たな拠点
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ワクワクふくしま ～行ってみたい道の駅 ～

①くだものの
ワンダーランドふくしま

②充実した
屋内子ども遊び場

③吾妻の雪うさぎが
お出迎え

④道の駅から巡る
ふくしまの旅
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ふくしま発信 ～ふくしまの広告塔になります～

①ふくしまの
アンテナショップ

②ふくしまの
“いいところ”

ご紹介

③ふくしまの
復興のシンボル
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ふくしまチャレンジ ～新たなムーブメントを起こせ～

①道の駅から始まる
新たなチャレンジ

②多様な地域資源を
活用した開発促進・

交流の場
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令和４年（２０２２年）春
「（仮称）道の駅ふくしま」のオープンを目指します！

外観イメージ
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道の駅を拠点とした広域連携

①東北中央道と『道の駅』の活用による地域活性化

社会実験
◇実験期間 平成３０年１０月～１１月
◇実験メニュー
○道の駅連携による広域連携
・広域周遊バスの施行
・スタンプラリー など

○道の駅を拠点とした地域内周遊
・レンタサイクルステーション設置
・サイクリングによる地域内周遊など
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道の駅を拠点とした広域連携

②ふくしまイレブンめぐりスタンプラリー
圏域11市町村内の道の駅等16カ所を巡る
スタンプラリー

◇ 平成30年度 初回実施
平成31年2/9～3/10 1,460名参加

◇今年度も実施
令和2年2/8～3/15 目標2,000名
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（仮称）道の駅ふくしま

～平 時～
み わく まん さい

「実・湧・満・彩」
の

地域振興の拠点

～災害時～

広域防災拠点



整 備

・防災備蓄倉庫
・耐震性地下貯水槽
・太陽光発電
など

運 用
(想定)

・自衛隊等の応援部隊
等の活動拠点
・支援物資の中継点
・災害ボランティアの
受付・マッチング
など

道の駅を拠点とした広域連携

③広域防災拠点機能

高速交通網の結節点を活かした広域防災拠点
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令和４年に向けた今後のスケジュール

年 度 内 容

令和元年度（2019年度）
・ 実施設計

・重点「道の駅」選定

令和２年度（2020年度)
～

令和３年度（2021年度）

・ 建築工事着工（工期約２年）

・ 条例制定
・ 運営者の募集、決定
・ 駅名募集、決定
・ 道の駅登録

令和４年（２０２２年）春開業予定
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（仮称）道の駅ふくしまは

高速交通網の結節点

を活かした

地域振興の拠点を

目指します！

ご清聴ありがとうございました
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